
規

則

大
分
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

大
分
県
医
師
研
修
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

大
分
県
国
民
健
康
保
険
財
政
安
定
化
基
金
管
理
規
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

大
分
県
介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
廃
止
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

大
分
県
人
権
尊
重
社
会
づ
く
り
推
進
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校
管
理
規
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

職
業
能
力
開
発
校
等
の
行
う
職
業
訓
練
の
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
三

大
分
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
等
徴
収
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

大
分
県
港
湾
施
設
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

訓

令

甲

大
分
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

教
育
委
員
会
訓
令
甲

大
分
県
教
育
委
員
会
職
員
服
務
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

大
分
県
立
学
校
職
員
服
務
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

企
業
局
訓
令

大
分
県
企
業
局
職
員
服
務
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

病
院
局
訓
令

大
分
県
病
院
局
職
員
服
務
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

〇
規

則

大
分
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
規
則
第
三
号

大
分
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

大
分
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
四
年
大
分
県
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
三
項
及
び
第
六
条
第
二
項
中
「
第
二
条
第
十
七
号
」
を
「
第
二
条
第
十
九
号
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
一
の
部
中
「
車
い
す
」
を
「
車
椅
子
」
に
、
「
か
ご
」
を
「
籠
」
に
改
め
、
同
部
の
二
の
項

の
り

の
イ
中
「
内
の
り
」
を
「
内
法
」
に
改
め
、
同
項
の
ロ
、
同
部
の
三
の
項
か
ら
七
の
項
ま
で
、
九
の
項
、
十

五
の
項
、
十
九
の
項
及
び
二
十
の
項
中
「
内
の
り
」
を
「
内
法
」
に
改
め
、
同
表
の
二
の
部
か
ら
四
の
部
ま

で
の
規
定
中
「
車
い
す
」
を
「
車
椅
子
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
中
「
か
ご
」
を
「
籠
」
に
、
「
内
の
り
」
を
「
内
法
」
に
、
「
車
い
す
」
を
「
車
椅
子
」
に
改

め
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
一
）
中
「㊞

」
を
削
り
、
「名

称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
及
び
印

」
を
「名

称
及
び

代
表
者
の
氏
名

」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
二
）
中
「㊞

」
を
削
る
。

第
二
号
様
式
（
そ
の
一
）
中
「車

い
す

」
を
「車

椅
子

」
に
、
「内

の
り

」
を
「内

法

」
に
、
「か

ご

」

を
「籠

」
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
（
そ
の
二
）
か
ら
第
二
号
様
式
（
そ
の
四
）
ま
で
の
規
定
中
「車

い
す

」
を
「車

椅
子

」
に

改
め
る
。

第
三
号
様
式
（
そ
の
一
）
中
「㊞

」
を
削
り
、
「名

称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
及
び
印

」
を
「名

称
及
び

代
表
者
の
氏
名

」
に
改
め
る
。

第
三
号
様
式
（
そ
の
二
）
中
「㊞

」
を
削
る
。

第
四
号
様
式
中
「内

の
り

」
を
「内

法

」
に
、
「車

い
す

」
を
「車

椅
子

」
に
、
「か

ご

」
を
「籠

」
に

改
め
る
。

第
五
号
様
式
（
そ
の
一
）
中
「㊞

」
を
削
り
、
「名

称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
及
び
印

」
を
「名

称
及
び

代
表
者
の
氏
名

」
に
改
め
る
。

第
五
号
様
式
（
そ
の
二
）
及
び
第
六
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

第
七
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
「名

称
及
び
代
表
者
の
氏
名
及
び
印

」
を
「名

称
及
び
代
表
者
の
氏

名

」
に
改
め
る
。

第
九
号
様
式
、
第
十
一
号
様
式
及
び
第
十
二
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

附

則

目

次

令

和

四

年

（ 水 曜 日 ）

�
�
�
�

号

外

一
三

三
月
三
十
日

毎
週

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）

発
行
人

大

分

県

編
集

㈱
佐
伯
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
定
価

一
箇
年

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

令
和
四
年
三
月
三
十
日

一



〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

名

称

所

在

地

国
東
市
民
病
院

国
東
市
安
岐
町
下
原
一
四
五
六

杵
築
市
立
山
香
病
院

杵
築
市
山
香
町
大
字
野
原
一
六
一
二
番
地
の
一

臼
杵
市
医
師
会
立
コ
ス
モ
ス
病
院

臼
杵
市
大
字
戸
室
字
長
谷
一
一
三
一
番
地
一

津
久
見
市
医
師
会
立
津
久
見
中
央
病
院

津
久
見
市
大
字
千
怒
字
新
地
六
〇
一
一
番
地

西
田
病
院

佐
伯
市
鶴
岡
西
町
二
丁
目
二
六
六
番
地

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
南
海

医
療
セ
ン
タ
ー

佐
伯
市
常
盤
西
町
七
番
八
号

佐
伯
中
央
病
院

佐
伯
市
常
盤
東
町
六
―
三
〇

社
会
医
療
法
人
長
門
莫
記
念
会
長
門
記
念
病
院

佐
伯
市
鶴
岡
町
一
丁
目
一
一
番
五
九
号

曽
根
病
院

佐
伯
市
長
島
町
二
丁
目
一
八
番
二
四
号

竹
田
医
師
会
病
院

竹
田
市
大
字
拝
田
原
四
四
八

大
久
保
病
院

竹
田
市
久
住
町
大
字
栢
木
六
〇
二
六
―
二

豊
後
大
野
市
民
病
院

豊
後
大
野
市
緒
方
町
馬
場
二
七
六
番
地

帰
巖
会
み
え
病
院

豊
後
大
野
市
三
重
町
赤
嶺
一
二
五
〇
番
地
一

大
分
県
済
生
会
日
田
病
院

日
田
市
大
字
三
和
六
四
三
―
七

中
津
市
立
中
津
市
民
病
院

中
津
市
大
字
下
池
永
一
七
三
番
地

梶
原
病
院

中
津
市
中
殿
町
三
丁
目
二
九
―
八

酒
井
病
院

中
津
市
中
央
町
一
―
一
―
四
三

川
嶌
整
形
外
科
病
院

中
津
市
大
字
宮
夫
一
七
番
地

中
津
脳
神
経
外
科
病
院

中
津
市
大
字
福
島
字
道
竹
一
〇
五
五

中
津
胃
腸
病
院

中
津
市
大
字
永
添
五
一
〇

松
永
循
環
器
病
院

中
津
市
中
央
町
一
丁
目
三
番
五
四
号

中
津
第
一
病
院

中
津
市
大
字
宮
夫
字
高
田
二
五
二
―
二

医
療
法
人
杏
林
会
村
上
記
念
病
院

中
津
市
諸
町
一
七
九
九

宇
佐
高
田
医
師
会
病
院

宇
佐
市
大
字
南
宇
佐
六
三
五
番
地

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
医
師
研
修
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
規
則
第
四
号

大
分
県
医
師
研
修
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

大
分
県
医
師
研
修
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
大
分
県
規
則
第
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
条
例
第
二
条
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
病
院
等
）

第
五
条
の
二

条
例
第
二
条
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
病
院
等
は
、
別
表
に
掲
げ
る
病
院
等
と
す
る
。

附
則
の
次
に
次
の
別
表
を
加
え
る
。

別
表
（
第
五
条
の
二
関
係
）

第
二
号
様
式
、
第
四
号
様
式
及
び
第
五
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
国
民
健
康
保
険
財
政
安
定
化
基
金
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
規
則
第
五
号

大
分
県
国
民
健
康
保
険
財
政
安
定
化
基
金
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

大
分
県
国
民
健
康
保
険
財
政
安
定
化
基
金
管
理
規
則
（
平
成
三
十
年
大
分
県
規
則
第
十
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
中
「
第
八
十
一
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
八
十
一
条
の
二
第
五
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

令
和
四
年
三
月
三
十
日

二



〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

電
気
エ
ン
ジ
ニ
ア

コ
ー
ス

電
子
エ
ン
ジ
ニ
ア

コ
ー
ス

電
子
情
報
エ
ン
ジ
ニ
ア

コ
ー
ス

「

術
科
の
項
を
削
り
、
同
表
の
電
子
技
術
科
の
項
中

を
」

「

に
、
「
二
〇
人
」
を
「
一
〇
人
」
に
、
「
四
〇
人
」
を
「
二
〇
人
」
に
改
め
、

」

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

制
御
科

電
気
・
電
子

シ
ス
テ
ム
系

電
気
制
御
エ
ン
ジ
ニ
ア

コ
ー
ス

二
〇
人

四
〇
人

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

大
分
県
介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
規
則
第
六
号

大
分
県
介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

大
分
県
介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
（
平
成
五
年
大
分
県
規
則
第
四
十
八
号
）
は
、
廃

止
す
る
。附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
人
権
尊
重
社
会
づ
く
り
推
進
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
規
則
第
七
号

大
分
県
人
権
尊
重
社
会
づ
く
り
推
進
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

大
分
県
人
権
尊
重
社
会
づ
く
り
推
進
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
一
年
大
分
県
規
則
第
二
十
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

大
分
県
部
落
差
別
等
あ
ら
ゆ
る
不
当
な
差
別
の
解
消
等
に
取
り
組
む
人
権
尊
重
社
会
づ
く
り

推
進
条
例
施
行
規
則

第
一
条
中
「
大
分
県
人
権
尊
重
社
会
づ
く
り
推
進
条
例
」
を
「
大
分
県
部
落
差
別
等
あ
ら
ゆ
る
不
当
な
差

別
の
解
消
等
に
取
り
組
む
人
権
尊
重
社
会
づ
く
り
推
進
条
例
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
規
則
第
八
号

大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校
管
理
規
則
（
平
成
九
年
大
分
県
規
則
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
二
条
の
表
の
生
産
技
術
科
の
項
中
「
デ
ジ
タ
ル
メ
カ
エ
ン
ジ
ニ
ア
コ
ー
ス
」
を
「
デ
ジ
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ

ア
コ
ー
ス
」
に
、
「
三
三
人
」
を
「
三
〇
人
」
に
、
「
六
六
人
」
を
「
六
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
の
制
御
技

同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
二
条
の
表
の
住
居
環
境
科
の
項
中
「
一
五
人
」
を
「
二
〇
人
」
に
、
「
三
〇
人
」
を
「
四
〇
人
」
に
改

め
る
。

第
八
条
中
「
校
長
の
」
を
「
校
長
が
」
に
改
め
、
「
ま
で
に
」
の
下
に
「
、
入
学
考
査
料
を
納
付
し
、
か

つ
」
を
加
え
、
「
書
類
に
入
学
考
査
料
を
添
え
て
、
校
長
に
」
を
「
書
類
を
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
保
証
人
」
を
「
連
帯
保
証
人
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
八
条
及
び
第
十
一
条
の
改
正
規
定

は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
の
前
日
に
お
い
て
、
大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校
の
専
門
課
程
の
学
科
に
在
学

し
て
い
る
者
の
シ
ス
テ
ム
系
及
び
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校
管
理
規

則
第
二
条
の
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

職
業
能
力
開
発
校
等
の
行
う
職
業
訓
練
の
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

令
和
四
年
三
月
三
十
日

三



電
気
エ
ネ

ル
ギ
ー
制

御
科

訓
練
期
間

二
年

訓
練
時
間

総
時
間

二
、
八
〇
〇

建
物
そ

の
他
の

工
作
物

機
械

教
室

実
験
室

実
習
室

情
報
処
理
実
習

室電
気
電
子
実
験

用
機
械
類

制
御
実
験
用
機

械
類

環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
実
験
用
機

械
類

自
動
制
御
機
器

工
作
用
機
械
類

情
報
処
理
用
機

械
類

工
作
用
機
械
類

器
工
具
類

計
測
機
器
類

教
材
類

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

類

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

及
び
情
報
信
号
の

伝
送
等
に
関
す
る

設
計
及
び
調
整
等

に
お
け
る
基
礎
的

な
技
能
及
び
こ
れ

に
関
す
る
知
識

一

系
基
礎

１

学
科

電
子
技
術
科
の
系

基
礎
学
科
の
①
か

ら
⑦
ま
で
に
掲
げ

る
科
目

２

実
技

電
子
技
術
科
の
系

基
礎
実
技
の
①
か

ら
⑤
ま
で
に
掲
げ

る
科
目

三
八
五

二
八
〇

そ
の
他

環
境
に
配
慮
し
た

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
効
率
的
な
利
用

並
び
に
自
動
化
シ

ス
テ
ム
の
制
御
設

計
・
調
整
等
に
お

け
る
専
門
的
な
技

術
・
技
能
及
び
こ

れ
に
関
す
る
知
識

二

専
攻

１

学
科

①

機
械
制
御

②

電
気
機
器

③

環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
有
効
利
用
技

術
④

自
動
制
御

２

実
技

三
九
〇

四
九
〇

①

機
械
工
作
実
習

②

機
械
制
御
実
習

③

Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム

構
築
実
習

④

電
気
機
器
実
験

⑤

環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
有
効
利
用
実

習
⑥

自
動
制
御
実
習

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
規
則
第
九
号

職
業
能
力
開
発
校
等
の
行
う
職
業
訓
練
の
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

職
業
能
力
開
発
校
等
の
行
う
職
業
訓
練
の
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
五
年
大
分
県
規

則
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
「
制
御
技
術
科
、
電
子
技
術
科
」
を
「
電
子
技
術
科
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
制
御
科
」
に
改
め

る
。別

表
第
三
機
械
シ
ス
テ
ム
系
の
部
制
御
技
術
科
の
項
を
削
り
、
同
表
電
気
・
電
子
シ
ス
テ
ム
系
の
部
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
、
制
御
技
術
科
に
係
る
専
門
課
程
の
高
度
職
業
訓
練
を
受
け
て
い
る
者
に

対
し
て
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
能
力
開
発
校
等
の
行
う
職
業
訓
練
の
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施

行
規
則
別
表
第
三
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
専
門
課
程
の
高
度
職
業
訓
練
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

大
分
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
等
徴
収
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
規
則
第
十
号

大
分
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
等
徴
収
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

大
分
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
等
徴
収
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
三
年
大
分
県
規
則
第
五
十
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
を
第
七
条
と
し
、
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
条
の
次
に
次
の
一
条

を
加
え
る
。

（
農
業
の
生
産
条
件
が
不
利
な
地
域
）

第
三
条

条
例
別
表
に
規
定
す
る
農
業
の
生
産
条
件
が
不
利
な
地
域
と
し
て
規
則
で
定
め
る
地
域
は
、
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
地
域
と
す
る
。

一

離
島
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た

離
島
振
興
対
策
実
施
地
域

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

令
和
四
年
三
月
三
十
日

四



〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

二

山
村
振
興
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
振

興
山
村

三

半
島
振
興
法
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
半

島
振
興
対
策
実
施
地
域

四

特
定
農
山
村
地
域
に
お
け
る
農
林
業
等
の
活
性
化
の
た
め
の
基
盤
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平

成
五
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
農
山
村
地
域

五

棚
田
地
域
振
興
法
（
令
和
元
年
法
律
第
四
十
二
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た

指
定
棚
田
地
域

六

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
令
和
三
年
法
律
第
十
九
号
）
第
二
条
第

一
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
過
疎

地
域
（
同
法
第
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
四
十
三
条
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
同
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
二
条
又
は
第
四
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
過

疎
地
域
と
み
な
さ
れ
る
区
域
を
含
む
。
）

第
二
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

第
三
号
様
式
中
「第

４
条

」
を
「第

５
条

」
に
改
め
、
「㊞

」
を
削
る
。

第
四
号
様
式
中
「第

５
条

」
を
「第

６
条

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
港
湾
施
設
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
規
則
第
十
一
号

大
分
県
港
湾
施
設
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

大
分
県
港
湾
施
設
管
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
大
分
県
規
則
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
納
入
通
知
書
」
の
下
に
「
又
は
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）

第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
納
付
受
託
者
に
よ
る
納
付
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
指
定
納
付
受
託
者
に
よ
る
納
付
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
現
金
で
」
を
「
現
金
又
は
指
定
納
付
受
託

者
に
よ
る
納
付
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
現
金
で
」
を
「
現
金
又
は
指
定
納
付
受

託
者
に
よ
る
納
付
に
よ
り
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
納
入
通
知
書
発
行
の
」
を
「
納
入
の
通
知
を
発
し
た
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
訓

令

甲

大
分
県
訓
令
甲
第
三
号

本

庁

地

方

機

関

大
分
県
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
三
十
一
年
大
分
県
訓
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

第
三
条
第
二
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
公
示
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
教
育
委
員
会
訓
令
甲

大
分
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
二
号

教

育

庁

教

育

機

関

大
分
県
教
育
委
員
会
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
三
十
六
年
大
分
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
日

大

分

県

教

育

委

員

会

第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
服
務
の
宣
誓
）

第
二
条

新
た
に
職
員
と
な
つ
た
者
は
、
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
大
分
県
条

例
第
六
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
服
務
の
宣
誓
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
公
示
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
報
号
外
（
規
則
・
訓
令
甲
・
教
育
委
訓
令
甲
）

令
和
四
年
三
月
三
十
日

五



大
分
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
三
号

教

育

庁

教

育

機

関

大
分
県
立
学
校
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
五
十
五
年
大
分
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
日

大

分

県

教

育

委

員

会

第
三
条
中
「
校
長
の
面
前
に
お
い
て
宣
誓
書
に
署
名
し
、
」
を
「
宣
誓
書
を
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
公
示
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
企
業
局
訓
令

大
分
県
企
業
局
訓
令
第
一
号

本

局

事

業

所

大
分
県
企
業
局
職
員
服
務
規
程
（
平
成
二
年
大
分
県
企
業
局
訓
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。令

和
四
年
三
月
三
十
日

大
分
県
企
業
局
長

浦

辺

裕

二

第
三
条
第
二
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
公
示
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
病
院
局
訓
令

大
分
県
病
院
局
訓
令
第
一
号

本

局

病

院

大
分
県
病
院
局
職
員
服
務
規
程
（
平
成
十
八
年
大
分
県
病
院
局
訓
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
日

大
分
県
病
院
局
長

井

上

敏

郎

第
三
条
第
二
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
公
示
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
報
号
外
（
教
育
委
訓
令
甲
・
企
業
局
訓
令
・
病
院
局
訓
令
）

令
和
四
年
三
月
三
十
日

六


